★　SDG 連載開始　投稿者：ウォッチャー 投稿日：2004/05/31(Mon) 11:54:35 No.278 [返信]   

　SDG 「建築技術」誌に連載開始。この連載だけは、web上に掲載してもらえないものかな。出版社に英断を期待する。
７月号：　p.200-p.201
　朱鷺メッセ連絡デッキ落下事故
　何故、落ちたのか
　直接原因を技術工学の視点から解明する
　序章：連載にあたって　渡辺邦夫
連載予定
８月号：設計内容の紹介
９月号：施工内容の紹介
１０月号：SDGの分析と見解
１１月号：調査委員会見解との相違点
１２月号：第三者的専門技術者の見解
１月号：見解の調整・座談会
２月号：真相は何か
★　「美しい国づくり」を・・・　投稿者：HOH 投稿日：2004/05/31(Mon) 10:00:47 No.277 [返信]   

「美しい国づくり」をみんなの力で
　建設コンサルタンツ協会・日本建築家協会の共同宣言
　　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.jia.or.jp/guide/about_jia/b-japan.htm

　土木・建築分野の協力関係は悪くないが、文化の違い・会員基盤の違いをどう乗り越えるか、今後の課題はきわめて大きい。
★　ハウツー大地震　投稿者：よさこい 投稿日：2004/05/29(Sat) 22:47:55 No.275 [返信]   

　東南海・南海地震対策法案　衆院本会議で可決（2002年07月16日毎日新聞大阪夕刊）以来の毎日新聞・大阪の地震関連記事の集成を発見。
　　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.mainichi.co.jp/osaka/jishin/news/kenkyu.html
　関連の解説もなかなか充実しているようだ。
■ 日ごろの準備 
　 ・もしもに備えて 
(1) 地震が起きたら 
(2) 非常持ち出し品 
(3) 応急手当て 
(4) 耐震診断と住まいの安全点検 
　 ・防災の知識 
(1) 地震のメカニズム 
(2) 国内の災害 
(3) その他の災害 
－－毎日新聞の紙面から－－ 
■ 研究と対策 
■ 各地の取り組み 
　 三重 滋賀 大阪 兵庫 奈良 和歌山
　 鳥取 岡山 広島 徳島 香川 愛媛 高知 　
★　予想外の危機どう対処　　HOH - 2004/05/31(Mon) 09:16:00 No.276 

　こんな記事もありましたね。

　予想外の危機どう対処　「３現」実行、平時から連携＝畑村洋太郎教授
・・・現地に赴き、現物を観察し、現場の人たちから直接話を聞き、議論をする時、初めて失敗から学び、それを生かすことができる。
・・・事が起こる前から、お互いが理解し合える関係を作っておくことが必要なのではないだろうか。
★　朱鷺メッセ事故に新情報開示　投稿者：HOH 投稿日：2004/05/28(Fri) 08:49:33 No.274 [返信]   

　新潟県より
2004.5. 27 朱鷺メッセ連絡デッキ落下事故調査委員会議事録要旨(new) 
　黒沢建設より
2004年5月27日 「朱鷺メッセ連絡通路の崩落事故について-(13)」を掲載しました。(New) 

　県事故調査委報告の構造解析は、第３回(9/13)以降出席の長大が担当・説明。
　第一建設工業の定着部実験は、第５回(10/5)に、委員長が第三者実施と紹介（具体名は明らかにされず）、第６回(10/25)・第７回(11/9)に、事務局が説明。
★　住宅にも火災警報器義務づけ　投稿者：ウォッチャー 投稿日：2004/05/27(Thu) 22:27:16 No.273 [返信]   

　住宅火災による死傷者を減らそうと一般の住宅に火災警報器の設置を義務づける改正消防法が、衆議院本会議で可決成立しました。再来年から設置が義務づけられ、すでにある住宅には、条例で猶予の期間を置くことになっています。 
http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www3.nhk.or.jp/news/2004/05/27/k20040527000100.html
　自己責任とは、なけなしの金をせびることかいな。性能規定とやらで、またどなたか動員されるんか。
★　既存不適格の参議院審議　投稿者：HOH 投稿日：2004/05/26(Wed) 18:18:15 No.269 [返信]   

　建築物の安全性及び市街地の防災機能の確保等を図るための建築基準法等の一部を改正する法律案の参議院先議について
　参議院会議録情報の選択画面から
　　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.sangiin.go.jp/japanese/frame/joho2.htm
国土交通委員会を選択して
　　平成16年 5月11日　第14号　を選ぶと、提案趣旨説明
　　平成16年 5月18日　第16号　を選ぶと、質疑・討論・採決
　の様子が分かります。賛成多数。全会一致の附帯決議。
本会議を選択して
　　平成16年 5月14日　第21号　を選ぶと、委員長報告・採決
の様子が分かります。賛成１８０、反対１９。
★　国土交通委員会・配役　ウォッチャー - 2004/05/26(Wed) 21:20:01 No.270 

　○建築物の安全性及び市街地の防災機能の確保等を図るための建築基準法等の一部を改正する法律案（内閣提出）
　参議院・国土交通委員会・配役
　○委員長（輿石東君）
　○国務大臣（石原伸晃君）
　○政府参考人（松野仁君・他）
　質疑
　○藤井俊男君（民主党・新緑風会）
　○池口修次君（民主党・新緑風会）
　○弘友和夫君（公明党）
　○富樫練三君（日本共産党）
　○松谷蒼一郎君（自民党）
　討論（反対）
　○大沢辰美君（日本共産党）
★　議案本体はいずこ　HOH - 2004/05/26(Wed) 23:30:00 No.271 

　衆議院の立法情報の「議案」より
　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.shugiin.go.jp/index.nsf/html/index_gian.htm
「閣法（内閣提出法律案）」を選択。第１５９回の閣法７８に
　　建築物の安全性及び市街地の防災機能の確保等を図るための建築基準法等の一部を改正する法律案　　　成立　　経過　　本文 

　「経過」を叩くと、参議院可決 5/14、衆議院可決 5/25。
　「本文」を叩くと、議案本文情報の中に「提出時法律案 」の項目があった。
　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.shugiin.go.jp/index.nsf/html/index_gian.htm
★　議案本体はいずこ・別途　HOH - 2004/05/27(Thu) 06:59:55 No.272 

　参議院情報BOXの「議案審議情報」から
　　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.sangiin.go.jp/japanese/frame/joho5.htm
本会議の押しボタンの投票結果を見ると、意外性もある。

　同じく「立法関係リンク」から
　　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.sangiin.go.jp/japanese/frame/joho0.htm
内閣法制局に移り、今国会（第１５９回）での内閣提出法律案を選択。
　　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.clb.go.jp/bk_law/159/upper_side.htm
　　閣法番号７８　　建築物の安全性及び市街地の防災機能の確保等を図るための建築基準法等の一部を改正する法律案　　　国土交通省

　「法律案」をいくら叩いても、「提出理由」しか出てこない。
　　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.clb.go.jp/bk_law/159/text/078.htm
　仕方がないので「国土交通省」を叩いたら、「報道発表資料」の「３月」に行き着いた。投稿No.169の情報だ。
　　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.mlit.go.jp/kisha/kisha04/07/070301_.html

　内閣法制局の公式のものが報道発表資料にリンクなんて、ちょっと変じゃないの。
★　黒沢建設頑張る!?　投稿者：HOH 投稿日：2004/05/25(Tue) 17:11:22 No.268 [返信]   

　黒沢建設webに以下の新しい情報。原因報告書の解析に関する意見と、新潟県港湾空港局への質問。
2004年5月25日 「朱鷺メッセ連絡通路の崩落事故について-(12)」を掲載しました。(New) 

　現地実験について言明なしは不可解。パリ・ドゴール空港での崩落事故の発生を思えば、ＰＣ業界全体としても、折角の現地実験を実施すべきではないのか。
★　朱鷺メッセ連絡橋事故の教訓　投稿者：HOH 投稿日：2004/05/23(Sun) 07:18:34 No.267 [返信]   

　構造士ニュース(188)にJSCA長野主催の講演会を発見。
　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.jsca.or.jp/vol2/21se_news/SeNews2004/040188.html
　講演 「朱鷺メッセ連絡橋事故の教訓」県とJSCAの調査報告から
　　講師 上之園隆志(国総研), 藤村 勝(JSCA)
　　日時 04年6月12日(土) 15:00～17:00
　　会場 長野市・サンパルテ山王 　　定員 80名　会費 1,000円
★　１万３千件突破　投稿者：ウォッチャー 投稿日：2004/05/21(Fri) 14:08:46 No.265 [返信]   

　５月２１日午後、アクセス１万３千件突破はめでたい。４月２２日以来３０日で２千件。ＧＷにはアクセス少なく、どうなるかと思ったね。
Re: １万３千件突破　HOH - 2004/05/21(Fri) 16:03:46 No.266 

　先を越されましたがミスプリ訂正。３０日で２千件でなくて１千件。これからも気楽に書き込み願います。
★　建築関連法の何処がいけない　投稿者：ウォッチャー 投稿日：2004/05/19(Wed) 21:59:13 No.263 [返信]   

　建築基本法制定準備会にパネルデスカッションの予告あり。

「建築関連法の何処がいけないのか」
　　日時： 2004年6月22日（水）15:00～18:00
　　会場： 目黒区大岡山　東工大百年記念館 第一会議室
　　参加費： 無料
★　朱鷺メッセ通路崩落　県、６業者提訴へ 　投稿者：WHO 投稿日：2004/05/19(Wed) 11:20:27 No.260 [返信]   

読売新聞　新潟WEBより　2004.5.19

朱鷺メッセ通路崩落　県、６業者提訴へ 
　回答期限…各社請求に応じず
　新潟市万代島の「朱鷺（とき）メッセ」の連絡通路崩落事故で、県は十八日、工事関係の六業者が賠償に応じる意思を示さなかったとして、業者を相手取り総額約９億円の賠償請求訴訟を起こすことを明らかにした。 
　県は業者に対し、今月十七日を回答期限として書面で賠償を請求していたが、一社も請求に応じる意向を示さなかった。書面では応じない場合は「法的手段を取る」と通告していたため、提訴を決めた。 

　９億円は、通路の残がいの解体費や復旧のための工事費など。訴訟には県議会の承認が必要となるため、六月定例県議会で関係議案が可決され次第、新潟地裁に訴えを起こす予定だ。 

　平山知事は十八日の定例会見で、「業者には一貫して誠意を持って対応してきた」と強調し、賠償に応じない業者側の態度を批判した。また、賠償問題が法廷の場に移ることで「決着には相当時間がかかる」とも述べ、長期戦への覚悟を示した。 
　県の賠償請求に対する業者側の回答は次の通り。 
　県建築設計協同組合（新潟市）、福地建築設計事務所（同）「法的責任があるとの判断を前提にした請求には応じられない」▽槙総合計画事務所（東京）「事故に責任があるとは思っていない」▽構造設計集団（同）「真の事故原因が分からない限り応えられない」▽第一建設工業（新潟市）「未回答」▽黒沢建設（東京）「県とは直接的な契約関係にないので請求を受ける法的根拠はない」
★　知事記者会見要旨 　HOH - 2004/05/20(Thu) 22:19:42 No.264 

　この記事の知事記者会見要旨が新潟県webに掲載されているのを発見。
新潟県ホーム　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.pref.niigata.jp/
＞ 新着情報
5月19日 知事記者会見要旨（平成１６年５月１８日）(総務部広報広聴課)
（朱鷺メッセ連絡デッキ落下事故について）　　
★　「朱鷺メッセ通路」耐久実験へ　投稿者：HOH 投稿日：2004/05/19(Wed) 10:37:23 No.259 [返信]   

「朱鷺メッセ通路」耐久実験へ
　新潟市万代島の「朱鷺メッセ」連絡通路落下事故について、平山征夫知事は18日の定例会見で、連絡通路の残存部分で設計業者側が求めている耐久実験を容認する考えを示した。
　知事は「今は業者側と話し合っている段階」とした上で「一定の範囲で実験が行えるような方向で話し合っている」と述べた。 
[新潟日報 05月19日（水）]
( 2004-05-19-9:09 ) 

　賠償請求・訴訟での対立とは切り離して、実験を行う方向で話し合いが進んでいることを歓迎したい。
★　ＳＤＧだけ孤立？　ウォッチャー - 2004/05/19(Wed) 13:55:31 No.261 

　朝日新聞・新潟（5/19）によれば、黒沢も清水も降りＳＤＧだけ。訴訟前哨戦だったってことなら残念至極。ＳＤＧ四面楚歌か。
Re: ＳＤＧだけ孤立？　HOH - 2004/05/19(Wed) 18:09:51 No.262 

（朝日新聞・新潟web より）
・・・　一方、残存部分の実験について、黒沢建設は「損害賠償の根拠となった事故調の報告に問題があるから実験を要望していたのに、その有無も決まらないうちに請求された」として、要望を取り下げた。残存部分をつくった清水建設も下りたため、実験を求めているのはＳＤＧだけとなった。（5/19） ・・・

　黒沢建設が要望を取り下げた趣旨がどうも理解しがたい。実験費用の負担が惜しくなったのか。実験結果が自社に不利になると読んだのか。
　清水建設も現地実験を要望していたとは知らなかったが、県の要求には今後どう対応するつもりだろう。
★　黒沢建設が新しい情報　投稿者：HOH 投稿日：2004/05/18(Tue) 18:41:23 No.258 [返信]   

　黒沢建設が新しい情報（新潟県の回答と再質問）を公開。県回答によれば事故調査委は既に解散したとのこと。

2004年5月18日 「朱鷺メッセ連絡通路の崩落事故について-(11)」を掲載しました。(New)
★　自動回転ドア検討会/第２回　投稿者：ウォッチャー 投稿日：2004/05/18(Tue) 07:09:52 No.257 [返信]   

　「自動回転ドアの事故防止対策に関する検討会について」のページが更新、第２回（５月７日）の議事要旨と資料とが掲載された。
　　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/kaiten.html
★　床が沈む欠陥マンション　投稿者：HOH 投稿日：2004/05/13(Thu) 21:28:19 No.256 [返信]   

　毎日放送webに以下の報道。放送記録が残るのは素晴らしい。
　　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://mbs.jp/voice/special/200404/0412_1.html
2004/04/12 放送　　憤懣！床が沈む欠陥マンションと戦う
・・・事業主のH不動産に聞いてみると。
H不動産 「我々も聞いて驚いた。まさかO組がと思った」
・・・大手ゼネコンや有名建築事務所が掲げる信頼と実績とは一体何かを求め２人は裁判で追及することにしています。

　本来、購入者は事業主を訴えるべきです。建設に関わる被害は、事業者として、第三者たる購入者に転嫁してはなりません。
　こんな考え方は成り立ちませんか。
★　ＪＩＡ連続シンポジウム2004に参加して　投稿者：ＪＩＡに参加した一般市民 投稿日：2004/05/12(Wed) 18:25:01 No.253 [返信]   

2004年5月11日（　午後6時から8時20分　ＪＩＡ　１Ｆホール）
ＪＩＡ連続シンポジウム2004
（第２回６月２５日：建築士は設計・監理責任を取れるか
　第３回　７月頃）：多くの公共建築の設計者は入札で決まる）
第１回「今、建築づくりの現場で何が起きているのか。
　　　　　　　　　　　市民とともに考える　　　　　　」
５月１１日は定員１００名の会場に約１７０名ほどの皆様が参加されてました！一般市民として参加しての印象深いメッセージの一部をご紹介いたしますと・・・・
「腐敗している～張子のトラとなっている～三菱自動車リコール事件に似ている～空洞化している～良い職人さん等がリストラされている建築界、建築をつくるフェイルセーフの仕組みが無くなってしまったのか？建築業界は！、プロフェショナルが無くなっているのではないのか！
建築オンブズマンが必要になっている体質にあるのか～もっと群れをなして仕事をし、複眼的な～フェアに相互チェックできるピアレビューをより一層実践する必要があるのではないか」などなど・・・
一般市民には大変ビックリ仰天するようなお話！でした。建築家の専門家の皆様には、社会に対して、積極的に物を言い、立上がっていただき、市民に愛される建築をつくっていただきたい！！！
★　投稿 No.200 がお役に立った？　HOH - 2004/05/13(Thu) 09:12:40 No.254 

　投稿 No.200 がお役に立ったとしたら幸い。
ＪＩＡ連続シンポジウム２００４
　今、建築づくりの現場で何が起きているか 市民とともに考える
第１回：２００４年５月１１日（火曜日）１８：００～２０：００
「公団分譲住宅欠陥問題、朱鷺メッセ連絡通路落下事故に学ぶ」
の参加報告ありがとうございます。第２回日程：６月２５日の確定情報もありがとうございます。
　このレポートに公団分譲も朱鷺メッセも一言も出ていないのが、却って不気味です。一般市民の不信感はここに極まれりなんでしょうか。それとも、今回のテーマが変更されていたのでしょうか。
　どのような分野であれ、仕事の重要性に見合った対価と時間とを、どうしたら用意できるのか、社会システムのあり方が問われるのでしょう。一般市民からの発言こそが貴重です。
★　ＩＡ連続シンポジウム第２回の広報　ウォッチャー - 2004/05/13(Thu) 15:14:18 No.255 
　第２回の広報が掲載された。パネルには国土交通省担当官も。
　　http://web.archive.org/web/20040604040738/http://www.jia.or.jp/event/event/2004/06simpo.htm
第2回：２００４年６月２５日（金）18：00～20：00
「建築士は設計・監理責任を取れるか」
　　－消費者が満足できる設計者のあるべき姿は何か、第三者監理の実態は！－
